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じしんがきたよ

神戸市立高羽小学校2年
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地震とぼく

神戸市立福池小学校５年山根吉幸

神戸市立福池小学校３年西川雅人

弓子どもたちのとらえた大震災

５時46分、兵庫県南部に思っても

いないことが起こった。大地鯉が起

こったのだ。ガス、水道、電気が止

まった。

ぼくは、いつもダンスの前に湛て

いた。この地喪で、ぼくはダンスの

下敷きになり、息ができなかった。

苦しかった。

地震の前に、お父さんはトイレに

行っていたらしい。あの地震でお父

さんが言うには、トイレでとび上が

ったらしい。だから、お父さんはぼ

くと妹を助けてくれた。

それからだいぶ余震が続いた。気

持ち悪かった。

お父さんが足を切ったから、すぐ

ぼくたちにくつをはくよう言った。

急いで何でもいいからくつをはいた。

知り合いのおばちゃんも救助され、

家に来た。ぼくたちは、いろいろな

食物を探して食べた。地震はほんと

うにこわいんだなと思った。

わたしは、小さな地しんのときに

１回おきました。それで、ベットの

上に１回すわりました。すると、大

きな地しんがきてこわくなってふと

んにもぐりました。そしてゴーとい

う音といっしょに天じようが落ちて

きました。ななめになった反対がわ

にいたので下じきにはなりませんで

した。でも、とてもこわくて「死ぬ

のかなあ」と、思いました。そう思

うと悲しかったです。死にたくない

と思いました。その時、お父さんの

声がしました。お父さんは、少し見

えたわたしの足を見て「まさみ」と、

さけびました。わたしは、「お母さん」

と、さけびました。

お父さんがベットの板をlまいか

２まいぬきました。できたすきまか

らわたしの足をひっぱって出してく

れました。それでお父さんにだかれ

て、やねからでました。お･母さんの

ところまでいきました。お父さんに

だかれたまんま泣いてしまいました。

3４

地しんがおこって

北淡町立宮島小学校3年岡本正美

１月17日にじしんがきて、オルガン

がたおれた。

ふとんの中で「わIまは」とわらった。

おかあさんがないて

しずかだったから、

ぼくは、わらった。

いつも、げんきなおかあさんが、

ないていたよ。
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さんとお母さんがふとんを上にお

いて、ぼくをかばった。

こわかった。家がつぶれると思

った。ジェットコースターよりこ

わかった。神戸にはじしんは、こ

ないと思ったんだけど、お父さん

とお母さんは、ふとんの上にのっ

て、ぼくを、また、かばった。ぼ

くたちだけでも生きたらいいと思

っているんだ。

じしんは、もちろんすごくこわ

かった。でも、そのとき、ストー

ブをつけてなかったから、家がや

けなくてよかったなと思う。まだ

ゆれている。よほどながかったか

らだ。すると、どんどん物がたお

れていったから、ダンスもたおれ

て、死ぬかと思ったよ。バリバリ

と、どんどん、どんどん、ひびが

はいった。でも、一か所、だけだ

ったよ。こわいし、ブルブルふる

えていたよ。

電気までもが、きえちゃったか

ら、たいへんだった。またかくが

ひびわれた。きっと、となりのへ

やの、ピアノまでもが、あの大き

なじしんでゆれて、かくにぶつか

ったんだと思う。きぶんわるくな

る。ジェットコースターみたいに、

気分がわるくなりそうだった。ガ

タン､ガタンと､電車みたいにゆれた。

岩と岩がぶつかりあって、地し

んがゆれている。ものすごく岩が

ぶつかりあって、ものすごくゆれ

ている。ゴゴゴゴとか、ドーンと

か、音がなっている。すごい音だ。

ものすごくこわかった。

モチモチの木の豆太みたいに、

なきそうだった。ゆれる、ゆれる、

どんどんゆれる。今までなかった

地しんだ。こわくて、こわくて、

ふとんの中であばれだした。よう

やく、おわった。でも、へやの中

はむちゃくちゃだった。

ユ

さよならかつちやん

北淡町立富島小学校2年くら下はや人

串

地しんがあった

かっちゃんが家の下じきになって

なくなった

さびしくてつらかった

いつもあそんでくれたのに

少林寺も教えてくれたのに

地しんからかっちゃんが

いなくなった

かっちゃん

天国で見ていてね

きっと初だんとるからね

さようならさようなら

かっちゃんさようなら

二塁

神戸をおそった大地震

神戸市立福池小学校６年藤尾佳代子

｡：

大地しん

神戸市立高羽小学校3年中原しよう太

ｇＩ６

今まで地漉はおもに北海道のこ

とが多かった。でも、地震は神戸

をおそった。こわかったけど、外

の風紫を兇て渡度７の地震があん

なにすごいとは思わなかった。外

１月17日に、しん度７の地しん

がきた。ぼくは、ドンと音がした

ら、（まつと目をさました。それで、

ふとんの中にもぐりこんだ。お父
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蟻 ｢外ににげたら大きな火事が起きてい

た」

神戸市立高羽小学校５年林孝治
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の風景は線路が曲がったり、マンシ

ョンがかたむいたり、１階がつぶれ

たり、地面がでこぽこになったりし

ていた。

当日は、家でふるえて、大きな家

具をなおしていった。１日目は、お

父さんが昼まで帰ってこなかった。

それは、火事になったマンションに

残っている人々を救助してたことが

わかり、すごいなと思った。

家にいるとすごくこわくて、遠く

へ避難したかった。電話がかけれな

くて、かかってくるのを待つしかな

かった。明るくなってびっくりした

のは、おふろの浴そうとガスがまが

前に出ていて外が見えてたことと、

テレビがピアノにおされて、前に出

ていたこと。あと、火事が青木市場

からでて、昼ごろまで燃えてたり、

近くがいっぱい燃えたり、周りの平

屋がかたむいたりして、声が出ない

ほどびっくりした。

２日目になって、やっとお父さんの

会社から電話があって、１週間ほど関

西国際空港の近くにとめてもらうこ

とになった。でも、甲子園から梅田

までしか電車が通ってなかったから、

甲子園まで3時間ほどかけて歩いた。

すごくつかれたが、むこうに着いて

温かいお茶をのみ落ち着いた。でも、

夜はなかなかねむれない日ばっかり

でした。

青木に帰って来た時には、１回み

たけど信じられなかった。余震がい

っぱいあり、私たちが大阪の方に行

っている時に震度３の余震があった

そうで、こわかったみたいです。今

でも一人でいると、なんかこわく心

細くて、テレビとかつけてうるさく

します。夜ねるのも眠れません。今

思えば、なんでこんなになるのか不

思議です。早く元通りになって、学
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校でみんなで遊んだりしたい。

地震後のくらし

西宮市立大社小学校４年中北麦

1995年１月17日５時46分、大きく

ゆれる物体が、ぼくたちを10秒間ほ

どおそい、被害だけを残して去って

行った。

その正体はとてつもなく大きな地

震だった。

地褒がさると真っ暗やみ。地獄へ

でもおちたのかと思っていると、日

が差して来た。ぼくははりの下じき

になっていて、３時間がかりの大人

４人で助けてもらった。

姉は亡くなった。その姉のことが

２回、新聞に出た。その内の１回が、

おおげさすぎた。ぼくは、とてもは

らがたった。亡くなった人のことを

おおげさに新聞にのせるなんて、ゆ

るせなかった。学校では学校のみん

なが、ぼくの姉や5400人以上の人の

ことを、悲しく思ってくれた。その

面では、ぼくはとてもうれしかった。

地震からｌか月の２月17日正午、

学校中のみんなでもくとうもした。

日本全国の人が亡くなった人たちの

めいふくをいのり、もくとうをした

そうだ。

こんなありがたみもほうっておい

て、ぜいたくをしているぼくは本当

のばかだ。勉強ができないのはばか

ではない。その人口しんが努力すれ

ばいいのだ。ぼくはそのことを信じ

ている。でも信じていて実隙にあま

り行動をしていないぼくは、人間と

してだらしがなく、はずかしい。

避なん所の人、学校の生徒、先生

方は、皆、大社ファミリーといわれ

ている。ファミリーで助け合い、そ

して立ちなおる。そう考えて、被災

者の人たちはがんばっているのだ。



北淡町立宮島小学校１年とうげこういちろう

だから、自分もがんばらなくては、

と思う。

今回の地震を味わったぼくたちは

運の悪いような、何百年、何千年に

１回の地震を味わって運の良いよう

な気がする。

そして、地震が教えてくれたこと

は、地震のおそろしさと、人の心の

温かさ、そして、第一に命の大切さ

だった。

3７

息

地しんがあったので、ぼくは、お

母さんが生まれた九州のみやざきに

行きました。ぼくとお姉ちゃんとお

母さんの３人でひなんしました。

そして、家の近くのあまみし南小

学校に転校しました。さいしよの日

学校へ行くと、くつのおく場所が、

わからなかったので、こまっている

と、とがしくんが教えてくれました。

てん校生がはじめてきたので、い

っぱい友だちができました。おしく

ん、大原くん、おのくん、おがさわ

らくん、たはらくんの５人です。

テレビで北だん町のことが出てく

るときゅうしゅうのみんなで心ぱい

しました。１か月たって、もどって

きた時、家が少なくなっているので

びっくりしました。みんなが、むか

えてくれて、うれしかったです。

てん校

北淡町立宮島小学校２年ひらいた<や

こわかった地震

神戸市立福池小学校６年前田康司

どぜんぜん動けなくて、５秒ぐらい

たつと、お母さんがくずれたかべを

のけてくれた。

ぼくとお母さんと妹で３人かたま

っていた。寒かったので、毛布を３

人でかけて助けを待っていた。

ぼくは、地璽がこの神戸に来ると

は思っていなかったので、すごくび

っくりした。そして、いつも大切と

思っていなかったお母さんと妹をす

ごく大切に思えた。

３０分ぐらいすると、だれかが２階

の床を一部くりぬいた。たまたま何

かが重なっていて、ひっぱり出して

もらった。３人が生きていてすごく

よかった。

戸
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ぼくは寝てて、ゴゴゴゴと音が鳴

り、すごくゆれた。ぼくはゆれてい

たけど、地震だとは思わなかった。

ゆれた後、寝ていた横のかくがく

ずれてから、ぼくの上にのしかかっ

てきた。そして、動こうと思ったけ

寝ている時にとつぜん……地震が

起きて、私はダンスの下じきでした。

お父さんに助けてもらって、窓の外

を見てみると、家がこわれていて、

向こうの方で火事が起きていて、と

てもこわかったです。

私たちは学校に避難する前に、お

ばあちゃんのところが気になって行

ってみると、両方の家にはさまれて

いました。２階に寝ていた２人と、

お父さんとお兄ちゃんといっしょに、

おばあちゃんを助けようと呼んでみ

たけど、声も聞こえなかったのです。

２日か３日くらいしてやっと助け

られたのです。でも、おばあちゃん

すごくこわかった地震

神戸市立福池小学校６年道東恵
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Iま亡くなってしまって、とても悲し

かったです。今思い出すだけでも、

悲しいです。

地震ていうのは、とてもこわくて、

こんなにもおそろしいとは、全然思

いませんでした。

はじめての地震

神戸市立高羽小学校４年稲見裕明

長田区のおじいちゃんのうちに行

きました。おじいちゃんの家の後ろ

に、火がきていました。おばあちゃ

んがにもつをもって、単にのりま

した。

火はおおきくメラメラもえていま

す。その火は、パンやからずっとお

じいちゃんの家の方こうにきます。

おばあちゃんは、「もう、家がやけて

神戸市立蓮池小学校３年平山真歩

もしやあないな」と、あきらめてい

ました。道路が山のようになってい

ました。大開駅の上が、谷のように

なっていて、そこにどろ水がありま

した。こがたの車のまどの上までど

ろ水がふかかったです。大型のトラ

ックもまどのまんなかぐらいどろ水

がきていました。トラックが、上の

高速道路からおちて、横にたおれて

いました。

自分の家に帰ると、しよつきだな

がたおれて、れいぞうこの引きだす

方は、だいじょうぶだったけど、ひ

らく方が、れいぞうこの中のものが

でて、また、れいぞうこのひらく方

がまたしまっていました。トイレに

ひびがいってかくがおちそうだった。

電気がつかないので、ロウソクのろ

うをコップのうらにぬって、トイレ

や、かたづけにつかっていました。

悪魔が雲った

神戸市立烏帽子中学校２年 伯谷美保

息苦しいほどのガスのにおい。兇

なれたはずの風景が、知らない世界

になっていた。

わけのわからないまま、ただ歩いた。

夢を見ていた。何の夢だったかな。

悪魔に起こされたから忘れた。前の

日は、インフルエンザで寝込んでい

た。38.6度位熱がでて、一日中渡て

た°だからたくさん夢を見た。だか

らきっと悪魔にゆさぶり起こされた

のも、目の前に広がる風景も、全部、

夢のつづきなんだって思った。思い

たかった……。

はげしいゆれで、かくで頭を打っ

た。バリバリ、ガラスのわれる音、

机がたおれたり、いろんなものが帝



を出して、こわれて行く。地獄の底

からきこえてくるさけびのようで、

さみしくてその音を聞きたくなくて、

頭から布団をかぶった。うんともす

んとも声がでなくて、ただ何がおこ

ったのかわからなかった。

「みほ」「みほ」

という両親のけわしい声がふってき

た。それは、真暗な中のたった一つ

の明かりのようで、たのもしかった。

それから後は父が先頭をきって、外

へだしてくれた。日曜日にごろごろ

している父とは想像のつかないほど

立派だった。父はそれから祖母を心

配し、祖母の家へ走っていった。私

はその間公園へ避難した。祖母はぶ

じだった。私たちは祖母の家へ向

かった。

歩けば、歩くほど、ひさんだっ

た。形にならない家がほとんどで、

地面には、きれつが入っていた。ど

こからともなく、灰がひらひら飛ん

できた。私たちをせせら笑うごと

くに……。

その日、明かりのなくなった神戸

の空は、くやしいほどに美しくて、

今まで見たことのないほど輝いて

いた……。

次の朝、目が覚めても、まだ悪い

夢が続いていた。でも本当は、かく

で頭を打ったときいたいなって思っ

て分かってた。夢じゃないまぎれも

ない現実だってこと……。でも、夢

だって思いたかった。明日になれば、

すぐにさめるからって、自分に言い

きかせてた。

その日は、ただ目的もなく、歩い

た。ただひたすら歩いた。いくあて

なんかなかったけど、歩いた。そし

たら、いろんなものに出会った。主

人をなくした花が悲しそうに首をう

なだれていた。かい主をさがして犬

がとぼとぼ歩きながら、あたりを見

回して、｡また歩き出す。また主人が、

犬や猫をさがす。どうして、どうし

てこんなことになったんだろう、そ

ればかりが頭をかけめぐった。

今、私は東大阪にいる。あんな恐

ろしいことがあったなんて、ここに

いると考えられない。でも、何度も

夢を見た。夢の中で悪魔が私を襲う。

今、ふりかえってふと思う。私達が

カブトムシを飼うように、私達は何

かすごいものに飼われていて、私達

がきたない心と、自然を破壊するの

に、腹を立て、私たちがカブトムシ

の虫かごをゆするように、ここをゆ

すったんじゃないかって……。ばか

みたいな話だけど私はそう思った。

私の運命は、ベートーベンの運命

の“ジャジャジャジャーン，，って演

奏する間に大きく変わってしまった。

運命といえば、私の祖母が教えてく

れた。

「神様は、その人なら耐えられる

と思って、運命をくれる。だから、

みほちゃんも、がんばって」って。

私は祖母が理屈ぬきに、大好きだ。

口では言えないようなはずかしいこ

とでも、教えてくれる。単純なこと

だけだけど、祖母にウソをつかれた

ことは一度もない。だから祖母の言

葉を信じて、この運命と戦おうと

思った。

悪魔が襲ったこの町が、人々が私

は好きだ。ここを離れたくない。悪

魔には天使。人々が天使になって、

またこの町が、本当にきれいに、天

国のような町になるように願ってい

る。たくさんの亡くなった方々のた

めに、私達が、今がんばらなければ

ならない。

そして、いつか戻ってきたい。

地震にあって

神戸市立盲学校中学部3年井畑こずえ

地震がきたときは本当にびっくり

で、「もう、この世の最後では……」

と思いました。本当に恐ろしかった。

あの時の恐怖は忘れられない。

地震にあって、電気・ガス・水道

がストップした。今は、三つともジ

ャンジャン出るけど。この三つの内

のどれが欠けても困ることを知りま

した｡今まで、当たり前のように使

っていたけど、このところ電気・ガ

ス・水のありがたみが感じられるよ

うになりました。

でも、この災害時に一番心に感じ

られたのは、親戚・知り合いの人た

ちが助けてくれたこと。ガスが出な

いときには、お風呂に入れてくれた

りし、水が出ない時は、洗濯させて

もらったり、ご飯をよばれたり、ポ

リタンクを購入してもらったり……。

買い物までしてもらいました。すご

くありがたかった。でも今は、自分

の家がそうできる立場だから、困っ

ている人は助けたい。

こういう災害の時こそ、助け合う

ことが大切だとつくづく感じた。そ

して、命が助かっただけでもよかっ

たと、そう思いました。

妹をなくして

芦屋市立精道中学校3年中島香世子

１月17日5時46分、激動の地震が兵

庫県南部をおそった。

そして、私の肉親の妹を亡くして

しまった。

突然、家が揺れたので、私は夢か

と思いました。

必死にお父さんを呼び、助けを求

めたけれど、どうすることも出来な

3９
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-噸蕊の華騒一

かつた。

天井は落ちてきてるし、２階は'１

の前だし、机やら、ダンスやら、あ

らゆるものが落ちてきた。

私の身体の上にはテレビがのって

いて、顔面には机がのつかっていた。

なに一つ身うごきがとれない。地震

がしずまり、気がついた時には、私

は毛布で顔面を押し付けられていて

息をするのが不可能な状態だった。

でも、必死に毛布をどけて、なん

とか息はできた。

身うごきは出来ないし、｜､Iにはな

にも見えない。本当つらかつた。

妹を呼んでも、一言も声は聞こえ

なかった。でも、父の声はするから、

すこし安心しました。

典っくらやみの巾、父とはげまし

あいながら、大きな声で助けを求め

ました。いくら呼んでも、外からの

声は聞こえないので、一時、つかれ

て声がでなくなりました。父と体力

を保とうと言いながら、１時間半じっ

とがまんしてました。

すると、外から窓ガラスを削って

神戸市立福池小学校３年古川真希

いる音がしたので、父と声をあわせ

ながらさけびました。聞こえたらし

くて、外の人から「大丈夫か－！」

と返事が戻ってきた時は、ものすご

.くうれしかったです。

１０人くらいで助けに来てくれまし

た。２階のタタミをはぎとり、のこ

ぎりで天井の板をきって私達をとり

だしてくれました。

外の灯りを見た時の感動は今でも

忘れられません。

そして、家から外へ川された時、

家の周りに何人もの見物背が寄って

いました。だけど自分で立てなかっ

たんです。全身がふるえていて、と

てもじゃないけど足がいうことをき

きませんでした。私みたいなブタを

おんぶしてくれて、家の前の道路に

111はした。一人で歩くことができな

くて、人につかまりながら歩きまし

た。本当、怖かった。

その10時間後に妹がだされた。全

身、まっさおで、はなや１１や耳から

は血がふき出していた。まだ、体は、

かたくなっていなくて、やらかかつ

た。急いでIliで回生病院に行ったけ

ど、だめだった。

阪神大震災

西宮市立上ヶ原中学校３年松本比呂子

１１１が起こったのか全くわからなか

った。私は、とにかくふとんにもぐ

った。地1ｍの底から郷きわたるよう

な、「ゴー」という埴たい音、

そして、家の中のあらゆるものが

倒れる音だけが聞こえてきた。そし

て、まだ何が起こったのか分からず、

揺れもおさまらない中、かすかに|サ

の呼ぶ声が聞こえてきた。私は、部

雌から出るためドアを開けようとし

た。が、部屋の!|'のダンスが倒れ、

ドアをふさいでいた。私は、そのダ

ンスを手でおしのけ部屋から出た。

真っ暗の''1、壁をつたいながら、足

の踏み場のないほどの廊ドを、大声

でllll・びながら、母の方へ行った。母

が、「お姉ちゃんがダンスのド敷きに

なって、動けないって言ってる｜と



叫んだ。お姉ちゃんの部屋のドアを

開けようとした。しかし、開かな

かった。ベランダから回って、お

姉ちゃんの部屋に行った。

その時、ベランダから見た外の風

禁は、一砿忘れないと思う。家々か

ら火柱が立っていた。そして、なん

ともいえないような空の色。私は、

足が震えた。そして、お姉ちゃんも

助かり、３人で急いで外に出た。外

にIIllた時、（助かった．．…･）とホッと

した。

私達は、体育館に向かった。その

日の真夜中、お父さんが、６時間かけ

て、仕事から帰って来てくれた。そ

の時は、本’'1にホッとした。

私は、この地震のおかげで、どれ

だけ、声をかけ合うことが大切か知

った｡西宮の町は変わり果てた姿にな

ってしまったけれど、水の大切さと

か、人のあたたかさをもう一度、再

陥認するための期間として、西宮が

完全に復活するまでがんばろうと思

います。がんばりましょう。

ｂワシ

神戸市立高羽小学校５年松本英樹

40秒間の記憶

県立淡路農業高校３年中山和美

「ゴーッ」という青がしてきたか

ら、「瓜でも,11｛てきたのかな？」と思

いながら、また目を閉じたその瞬間、

｢ガタガタ」という音がして、家中が

ゆれ始めた。「あっ、地渡」と思って、

ふとんをかぶって、「ゆれ」がおさま

るのを待った。が…、やまない。

そのうち、だんだん「ゆれ」が大

きくなってきて、「ギシギシ」という

音が聞こえ始めた。

「キャー、こわい」ふとんから顔

を出したとき、頭の上に「ドタドタ」

と物が降ってきた。「いた－つ！」と

払い除けた。

「利美、和美、起きて」という声。

｢あっ、お母さんだ。おけさん、どこ

一？」と言うと、「外に出ておいで」

という声が聞こえた。

出ていこうとすると、抑入の戸が

ドカッと落ちてきた。

これが、今わたしの蚊の中に残っ

ている記憶のすべて…。

このあと、どうしたのか記憶に残

っていないが、夜が明けてから分か

ったことは、たった40秒で多くの人

たちが大きな被害にあったというこ

と、こんなものすごいことが起こる

なんて誰も予想しなかったというこ

とだった。

今から考えてみると、北海道の奥

尻島の地震のときだって、他人瓶の

ように、「大変だったねえ」という

｢言葉だけのもの」でしかなかったよ

うに思う。

でも今、自分がこんなものすごい

体験をしてみて分かったことは、「今

度からは、自分をその立場において

考えること。そして、少しでもみん

なの役に立つように考えたり、行動

したりすることのできる人間になり

たい」というi'1党が持てるようにな

ったことだと思う。

これからどうなるのかは分から

ない。

家も、町も、こんなままで、一体

どうなっていくのだろう？

4１
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。三ノー々しrｊ

もうすぐ卒業だというのに、就職

先の会社がつぶれてしまって、「内定

取り消し」になった友だちもいる。

なにもかも悲惨過ぎる。

でも、今のわたしは、家族みんな

で力を合わせ、まず「我が家の立ち

直り」から頑張るしかないと思って

いる。

辛かったこと

県立東灘高校3年奥幸輔

1995年（平成７年）１月17日、午

前５時46分、地震発生。

最初、「久々に暴走族」と思ってい

ると、揺れはおさまらず、物は倒れ、

削れ、僕自身も、天井近くまである

本棚が自分の上に倒れてきた。気が

つくと、向こうの部屋から父が「幸

輔、幸輔」と何度も叫んでいました。

でも、この時僕は別にそんな大声で

叫ぶことはないと思っていた。他に

も同じように思った人がいると思う。

その後、家族３人で、玄関のドア

を開けると、そこは暗闇の世界、無

音の-世界、唯一聞こえてきたのは、

倒れた高速の方からくるクラクショ

ンの音。今でもしっかりと覚えてい

る不気味で悲しい音で、それが鳴り

続いていました。

その後、'僕にとって今回の地震で

２番目に悔しかったことに出合った。

それは、水や食樋なんてことではな

く、その直後町を歩いた時のことで

す。初めて見た家屋の倒壊、その中

で、生き埋めになっていた人たちに

対して、自分が何もすることができ

なかったことです。若い女の人に頼

まれて行ってみると、全壊の状態で

した。自分の無力さに腹が立った、

辛かった。

友達の両親が生き埋めになってい

ると聞き、倒れた２階から中へ入る

と、ガレキの中に足が見え、息があ

ったのですが、自分たちの亜さで崩

れると思い、考え、何もできず出て

きた。なさけなかったです。１０日後、

そのお母さんから電話があり、「奥君

らの声が聞こえて、とても嬉しかっ

た」と話され、僕はそう言われ悲し

かった。そして、辛かった。

その後、芦屋のグラウンドで10日

ほど車の中で雑らしていました。初

日、御飯はどうなるのだろうという

時、同じ場所にいた同級生の女子が、

｢これ食べて」と、おにぎりをいただ

いた。涙が出るほど嬉しかった。「あ

りがとう｣。

その後、僕にとって最も辛く悲し

い、そして、無性に腹の立つことに

出合った。それは、日に日に確認さ

れだした、「友人・知人の死」でした。

３人圧死でした。

「なんで死ななアカンねん、何か

悪いことでもしたか？」とにかく腹

が立った。誰にこの怒りをぶつけれ

ばいいのか。ほんの２，３日前に話

し合っていた人が、今はもういない。

何でなんだ！！

クラスの女子の告別式が、２月26日

行われた。雨がパラついていた。彼

女の、そしてみんなの気持ちを物語

っていたようだった。きれいごとに

聞こえてもかまいません。「彼ら彼女

たちの分まで頑張ります」と言い

ます。

今後、絶対に何の別れも告げず、

友人・知人と二度と、決して別れた

くない。二度と。

神戸市立高羽小学校５年きしなおや
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いつもの通りの朝だった。ちょう

ど、３連休の終わったあとで、今日

から学校に行かなければならないは

ずだった。しかし、その朝は忘れら

れないものとなった。

ものの20秒だった。街は消えた。

道は隆起し、陥没し、家々は肋れ、

壊れた。真っ暗な中、あわててパジ

ャマのまま、僕らは通りへ出た。通

りでは、同じように家から着の身着

のまま飛び出してきた人たちの声が

飛び交った。ガス臭かつた。どこか

でガス管が破裂したようだ。階い視

界の中で空だけが赤かった。火事が

起きたようだ。こうして街は消えた。

余震が起きる度に、避難所の人々

はざわめく。全く見ず知らずの人間

同士が励まし合う。夜は寒い。閉め

切った避難所では、風邪もはやる。

子どもが泣く。ミルクもおしめもな

い。人は不安と寒さの''１，身を寄せ

合って夜を過ごす。窓の外で、赤い

、
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｢水くみはなにをやるよりたいへんだ」

神戸市立高羽小学校５年加藤大志

光がずっとついている。火事だけで

なく、人も眠れない。

人の心は乱れる。みんな自分のこ

としか考えられないようだ。腹は減

る。食べ物はない。水もない。電気

もない。ガスもない。当たり前だっ

たことが、本漸に今まで当たり前だ

ったことが、今はもうない。

多くの人が手をさしのべてくれた。

うれしかった。配給で回ってきたお

にぎり。美味しかった。友に会えた。

安心した。知人の死を知った。言葉

を詰まらせた。水の配給に走った。

ポリ容器の重さは、自分の辛い心と、

よく似ていた。

天災はどうしても起こるもの。そ

の時、人はなすすべもなく、ちっぽ

けで吹けぱ飛ぶようなものであるこ

とを知る。思いはつきない。思い出

はきれいだった街並みの楽しい遺物。

空は青い。海も青い。心は暗い。街

も暗い。

闘いは始まったばかり。光はいつ

か来るもの、心に街に。

兵庫県南部地震について

県立兵庫高校1年播磨大作

ファイト

県立芦屋南高校2年高田和泉

背中を突き上げるような揺れで目

が覚め、ガラスの砕ける音と柱の裂

ける音で頭が醒めた。何十秒、何分

とも思える激しく長い揺れが収まっ

た後、父の叫ぶ声に、声にならない

声を発した。外の冷気が部屋に潜り

込んで、自分の身体に触れた時、私

の恐怖は極限になった。散乱したガ

ラスを裸足で踏みながら、両親の湛

室に行った。階段から下りようと思

うが、３段目から下は既に瓦喋に埋

まっていた。南側のベランダづたい

に逃げ道を探し、近くの非常階段か

らやっとの思いで地面に足をつくこ

とが出来た。表に回って、真っ白な

頭で私が見たものは、１階が既に無

く、２階が隣の家に覆いかぶさるよ

うに傾いている我が家だった。この

家ですごしてきた10年間の思い出や

感慨が音を立てて崩れていくように

思えた。辺りを見渡すと、隣の家も、

向かいの家も、皆瓦磯と化している。
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匡匡ノー々I〃の

パジャマに毛布を引っかけたまま小

学校の校庭に行ったが、夜があける

までの１時間は私の人生の中でもっ

とも長い１時間であった。自然と周

りに人が集まり、低い声でしゃべり

始めた。話さなければ気が狂いそう

な１時間であった。

夜が明けて、皆はそれぞれの家に

戻り始めた。近くの家では、そこの

家族と思われる人が、崩れた家の瓦

喋を掘り起こしている。そのうちに

磯にのせられ毛布をかぶせられた人

が出てきた。人間として側にかけ寄

って畳の端を持つ勇気がほしかった

が、私の足は疎んで、ただ荘然と見

送るだけであった。

車庫から取り出せた父の車の中で、

しばらく痕た。意識はさめたままで

あったが、今ある光景が夢であるこ

とを祈った。目が覚めて現実に引き

戻されても、車から外にでる恐怖に

打ち勝てなかった。家から取り出せ

た２～３枚の洋服にやっと着替え、

父は車を出発させた。

夕馨れが近くなって、祖父の家に

たどり着き、親戚の人たちが集まっ

てきた時、私は初めて泣いた。この

長い１１１の後で、初めて人間として

の感情を持ちえた瞬間であったと、

今思う。

震災という、極限状況の中で、Ｉ《Ｉ

らの弱い面ばかりがでて、自分自身

がいかに無力な存在であるかを感じ

る事がよくある。生きてきたのは自

分自身の力によってではなく、私を

取り巻く周囲の人に生かされてきた

ことを意識する。この震災を通して

得た、周りの人々とのつながりや触

れ合いが、私の粘神をさらに向上さ

せてくれるように経験となったにち

神戸市立高羽小学校５年葉山善久

がいないと思う。

毎朝、阪神電車の車窓から、瓦喋

となった家々を見る。今までは気に

も留めなかった家々にも、この一つ

の大きな震災を通じて、人と人との

つながりや触れ合いを共有でき得る

人々が住んでいると思うと、その

家々に住む人々がとても近い存在に

思えて、思わず「ファイト」と小声

で叫んでしまう｡



ｑ教職員にとっての大震災

あの１月１７日、
県立芦屋高校教諭川根耕一

いつもの様に午前５時45分からの

天気予報を聞いていると、地禅きと

ともに激しく揺れだした。家が倒れ

ると思った程の揺れの割りには、幸

いにも被害がほとんど無かった。ま

た、１０分後にはテレビも映り、ニュ

ースで震源地と規模の大きさを知っ

たが、近所の様子からは想像もつか

なかった。ただ、避難者のために体

育館を開ける必要があると思った。

午前７時過ぎ、尼崎の自宅を自動

車で出た。３時間経ってようやく、

北今津の近くに耕いた。ラジオが

次々と、被害の様子を伝えていた。

また、ラジオを聴いて、渋滞のひど

さを知って、次第に事態の亜大さが

わかってきた。そこで自動車を諦め、

自宅へすぐひきかえし、自転車に乗

り換え学校へ向かった。

国道２号線を行くと、川を越える

毎に被害が大きくなり、夙川を渡る

と、完全に潰れた家があちらこちら

にあった。古い家はほとんど波れて

いる。人がいない。潰れた家の中に

いるのだろうか。．何故か涙が出て

きた。

午前11時半頃、やっと学校に着い

た。体育館前の家が没れて、電柱を

押し倒し、その竃柱が柔道場に倒れ

掛かり、蝿線が垂れ下がり、危なく

て通れない。学校には、５，６人の

教諭がみえており、体育館は既に開

放されていた。相当酷いだろうと思

ってはいたが、体育準備室に入った

ところ、足の踏み場もない、無残な

状態に唖然とした。

体育館には養誰のＦ教諭が来られ

ていた。Ｆ教諭は保健室から薬品の

全てを体育館に運び、既に何人もの

手当をすまされていた。Ｆ教諭から

学校の様子も聞いた。中館、南館は

中に入れる状態ではなく、校長から

の指示により、ロープで立入り禁止

の処置がしてあった。本館も電燈は

つくが、水が吹出していて、水びた

しだった。体育館は、体育科のF教

諭が７時過ぎに開けられたとのこと。

それでも開ける時に、避難者から、

｢遅い。もっと早くこい！」と怒鳴ら

れたらしい。

２階フロアーの、250人程の避難者

は、生気が全くなかった。防寒用に

要らなくなった柔道の畳を運んでも

見る影もなくなった建物跡で冥福を祈る（神戸市長田区）
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廻死の狭画

らった。元気そうな人でも、自分だ

けの行動にはしり、協力してもらえ

なかった。病弱な方や、お年寄りの

分は、後で１人で運んだ。自分勝手

なものだ。こんな時こそ、心にゆと

りが要るものだ。そのうち避難者の

中に本校の生徒や卒業生の顔が見え

た。ボランティアを呼びかけたら７，

８人集まり、心強く感じた。

そのうち、午後１時頃になって、

生徒指導部長のＫ教諭がこられて、

校長、教頭、県教委に髄話をかけた

が、全く通じず、芦屋市役所だけが

やっと通じた。市の方では、芦屋高

校に避難者がいることを把握してい

なかった。３時過ぎになって、やっ

と担当者が見えたので、以後、避難

者の受け入れについて打ち合せた。

朝からの救出作業や家財の持出し

等をした被災者が夕刻になって、泊

る場所を求めて続々と避難してきた。

この日の夜以降の避難者数約1800人。

中には、神戸市からの避難者もいた。

体育館の１．２階、柔道場だけでは

足りなくて、グランドにも自動車で

約30台。本校は一大避難所となった。

それに伴い、市職員１名と本校職員

数名が泊り込み、対応した。

この様に地霞当日は、余震が続く

中、不安と混乱のうちに過ぎてし

まった。

反省

県立兵庫高校教諭椿原健作

１月17日午前11時頃学校に行った。

西神戸有料道路の鵜台料金所から南

に下ってきたが、町の様子はいつも

と変わらないように感じた。車窓か

ら兇えていた景色が一変したのは名

倉町の辺りからで、とても昨日まで

の同じ町とは思えなかった。

学校に着くと何人かの先生がすで

に出勤されていた。その時点では、

避難なさってきた人はそれほど多く

なかった。グランドにも車はほとん

ど入っていなかった。学校に人がど

んどん入ってくるのは予測できたが、

何をどうしてよいのかわからずに手

をこまねいていた。

校長先生が姫路を卓で出発された

と聞いて待機することにした。職員

室にいて火聯が広がるのを見たり、

西市民病院のあたりで消防車の赤い

ランプが無数に明滅するのを眺めて

いた。午後５時頃になっても到着さ

れなかったので、当日集まっていた

職員はホワイトボードに11ドき置きを

残し、それぞれ家に戻った。

１月18日、朝から水を確保するた

めに奔走した。加古川の義兄の家へ

水をもらいに行き、知り合いにも配

って回った。学校に行ったのは夜に

なってからであった。この日の行動

について、朝から行くべきではなか

ったかと胸が痛むが、家族の水を調

達することを考えるとどうしても出

勤できなかった。

翌１月19日の早朝から、２月８日、

２年生が本格的に鈴蘭台商校に登校

し始めた日まで、１日も休まずに学

校に通って被災者の世話をした。

その頃、活動していたのは湊川高

校と兵庫商校の職員が主体で、避難

者も自発的に行動する方はほとんど

いなかった。そんな中で来る日も来

る日も、トイレの掃除やゴミの片づ

けをした。もちろん食料の搬入や配

布、水の配給なども行った。

食べたら出るのは当然だが、水の

出ないトイレほど腹立たしいものは

ない。仕方がないので人糞を手でつ

かみ、新聞紙に包んでビニール袋に

入れて捨てた。仮設トイレが設置さ

れたので校内のトイレは使わないで

ほしいと呼びかけてもいつも大便が

何か所ものトイレで見つかった。ク

ラブハウスの周囲やプールの辺りに

もたくさんの野糞があった。最初は

やむを得なかったにしても、仮設ト

イレが設けられても後を絶たなかっ

た。毎日大便の片づけをしていると

服や靴の臭いが取れなくなった。浩

掃の協力を訴えても人は集まらず、

結局はボランティアがやっていたよ

うな状態であった。

マスメディアで流されるような感

動的な話、希望がもてるような話は

ほとんどなかった。そうした中で、

おれは何でこんなことをしているの

だろうとよく考えた。自分の活動が

善意や慈しみの心から出発した行為

とはどうしても思えなかった。「なん

で自分の糞くらい自分で始末できん

のや」「ひとがトイレの清掃をしとっ

たら、使っているあんたらもしたら

どないや」と心中で叫んでいる始末。

人間がイヤになるわ、詰まらぬ不平

をもらしている自分が情けなくなる

わで、ほんとうにつらいH々だった。

毎日義務感だけで動いていたよう

な気がする。おれは公務員で給料を

貰っているのだから、ノヒ徒がいなく

て学校が避雌所になっておれば、世

話をするのが務めだと、自分自身を

説得しながら働いていた。逆に学校

が避難所になっていなかったとした

ら、ボランティア活動をしただろう

かと、自問すると、少し恥ずかしい。

しかし、教え子のIllには素晴らし

い生徒がいて教えられることが多か

った。決して不平不満を言わず黙々

と働く。ｉ１ｌｆ中で人を動かせるような

若者がいる。いくら年を重ねてもつ

まらない人間はたくさんいるが、特

くても人物はいるものだ。普段の授

業では見られない側伽を見ることが

でき、頼もしく嬉しかった。

最後に、自分のとった行動で最も

反省すべき点は大地震当日のこと。

学校で待機していたとき、どうして



町へ出なかったのかと悔やまれる。

避難してきた人に対して何もできず

に手をこまねいているだけならば、

(実際、何もできないということがよ

くわかった）どうして町へ出て人を

助けなかったのかと、日が経つにつ

れて自責の念が強まってくる。

もうあんな地震はこりごりだが、

もし、起こったとしたら、自分と家

族が無事であったならば、他人の命

を１人でも多く助けるため、絶対町

に出ようと、今は、決意している。

地域の住民と職務の狭間で

神戸市立千歳小学校校長泉山克子

ゴムマリのように跳びはねた５時

46分。わが身を押さえられない振動、

何も考えられない空白、成るがまま

に20秒程の時が過ぎ去る。その間ド

ーンと洋服ダンスが倒れ後頭部を一

打。ガチャンガチャン・ドドドド…

…大音響。気が付いた時、部屋の中

は足の踏み場もない。２階に声を掛

け、懐中電灯を持ち外に出る。近隣

の人達の顔を見合わせ安否を確認し

合う。

全壊の隣家へ声を掛けるとガレキ

の中から声が聞こえ、生存を確認し、

西側の家にも外に出て来るように催

促をする。その時遠方から「息子が

挟まれている！」と叫ぶ奥様。若者

を集めるべく「手を貸して！Ｉさん

の息子さんが挟まれています」と、

まわりの住宅の安否をさぐりながら

大声で救助を求め歩く。

いか程の時が過ぎたか記憶にはな

い。「学校！」と頭をよぎった。その

時である。西隣４軒目あたりからゴ

ーッと10m位の真っ赤な火柱があが

った。水！水１水１気が狂うよう

に叫ぶ人、しかし水はなし。バリバ

リ、ドーンと住宅が朽ち落ちた。こ

うなると我が家に火が迫るのも時間

の問題だ。時を待たずみるみる火が

迫る。落ちて来る隣家の燃えがらを

払い退けるため、残していた湯水に

手当たり次第の物を浸し燃えかかる

壁に投げつけて火の粉を払う。植木

鉢も消火剤となり必死の消火活動だ。

ちょうどその頃一瞬にして風向きが

かわった。信じられない。危機一髪

……我が家は辛うじて残った。いや

地域の皆さんに残してもらった。感

無量である……。

皆さんにお礼をも言えないまま、

火の手がやや下火に近づいた頃、学

校に行くべく名簿を抱えて駅に走っ

た。途中は悲惨な光景である。はや

る気持ちを抑えて走った。なんと言

うことか「ない！ＪＲ六甲道駅が｣。

ズタズタに破壊されて唖然となる。

動揺しっぱなしの気持ちを自分に

言い聞かせて直ぐとって返し、自動

車で再出発。しかし道路は倒れた家

屋に阻まれ、隆起や亀裂が走るうえ

に信号もない。それでも車の流れに

入ると動くであろうと突っ込んでみ

たが走れない。パニックである。じ

っと我慢の時だった。３時間が過ぎ

ただろうか、道程４分の１も進んで

いない。だんだんと気が焦る。でも

……しかし……断念。

もう夕方であった。残されたのは

電話だ。あちこち捜し求めた一つの

電話に長蛇の列。待ちに待ってダイ

ヤルを回すが連絡がつかない。とに

かく情報がない（何しているんだろ

う)。苛立ってくる（相手の状況がつ

かめていない)。そこへ北区から実弟

が単車で訪ねてくれた。「生きている

よ！連絡がつかない。学校へ電話

を頼む。連絡のつかない時は、教頭

宅へ遅い時間でも伝えてほしい」と

要件を書いたメモを渡す。三角トレ

ード式だったが通じただろうか。…

…このマスメディアの時代に無と化

した大都市のパニック。

この葛藤はどう表現したらよいの

か。時折りくる余霞に怯え、火の海

に怯え、やるべき仕事も思うように

捗らず、身の置き所がない。ただた

だ心を落ちつかせようと言いきかせ

ているそれだけである。

「学校はどうなっている？」「子ど

もたちは？」「地域は？」「先生は？」

めぐり来る不安を……地域の住民と

職務との狭間に立って揺れ動く自分

は学校のなにものでもない。

職務を放棄せざるを得なかったこ

の状況下の胸の内は誰にも伝えるこ

とはできない。この悔しさを判って

ほしい。

夜は炊き出しを手伝い、キャベツ

の葉をちぎってかじり、おにぎりを

ほおばり車の中で夜の明けるのを

待った。

私の１月１７日

県立芦屋南高校教頭田原美生

大震災の日の１月17日、明日は推

薦入試の詰めをする大切な日である

ことを思いながら床についた。突然

の振動に目が開いた。今までに経験

したことのない強い突き上げの動き

だ。２階のガラスが崩れ落ちる。ふ

すまの代わりにいれてあった木の障

子がやぐら矩健の上にかかり私の身

体を覆った。

大きな揺れがきてそのまま２ｍは

南にとぱされ２階が崩れ落ちてきた。

肩の上に天井が落ち手も足も動かな

い。まっ暗で何も見えない。首を動

かすと壁土がぱらぱら落ちて息苦し

い。２階で２人の子どもと家内の声

が聞こえる。

｢でられへん」と息子が叫んでいる。

｢助けてください」とわめく。家内に
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趨 蕊鰯職

｢警察か消防を呼んでもらえ」という

が何も答えない。

それから何時間たったか。だれか

が垣根をこえて瓦を踏んで近づいて

きた。「どこですか。声を出して下さ

い」「ここにいます。動けません」手

で瓦喋を掘り出している。この人の

心臓の鼓動が聞こえてくる。「ひいひ

い」という声に変わる。モルタルの

壁を手で割ってくれてやっと薄あか

りが見えだした。息が急に楽になっ

た。壁土のいっぱいついた身体を引

っ張りだしてくれた。助かった。「あ

りがとうございました。どなたです

か」と尋ねると「通りがかりのもの

です」と走り去った。「ありがとうご

ざいました」と後ろ姿にお礼をいう

ことしかできなかった。

町の姿をはじめて見て驚いた。３０

数軒ほどある通りの殆どの家が倒壊

している。新幹線の架橋が阪急電車

の線路に落ちている。隣のこの家だ

けはと思っていた家も倒壊している。

通りにいる人達は荘然として何をし

てよいのかわからない状態だ。家族

と近くの小学校へ歩きだした。しか

し、なぜかまた町に戻ってきていた。

私の隣の家は４人埋まっていると

いう。バールを借りて商い塀をよじ

登る。２階の屋根に上がり「どこで

すか」というと「ここに子どもと２

人います。隣の部屋に雌がいます。

おばあちゃんは下にいます」と返答

があった。

通りにはかなりの人がいるが誰も

何もしない。大学生が２人通り過ぎ

て行く。「おおい、今日は学校はない

よ。人を助けてくれ。裏門を蹴破れ」

｢入れません」屋根から降りてバール

で門をこじ開ける。大学生が窓を蹴

破った。１人助かった。私は２階の

壁をはがす。その下はガラス窓がぴ

ったり母子を押しつけている。ガラ

スをそっと削り毛布にしっかりと小

学生を抱いた母親を引き出した。あ

とは１階の92歳のおばあちゃんだ。

バールで穴をあけながら掘り進んで

いく。ぐらぐらと余鹿がくる。神棚

が見える。その神棚の下で渡ていた

らしい。大きな梁が落ちている。「お

ばあちゃんはきっと床の隙間で無覗

ですよ」としか言えなかった。

家内が呼びにきた。高２の息子の

親友が埋まっているが、助ける人が

いないという。走って行った。母親

が泣きわめいて子どもの名を呼んで

いる。１階のどの部屋にいたかがわ

からない。家を解体するしかない。

息子と２人で屋根に上がった。大き

な廃材を下の人に渡す。何時間やっ

たか。遅々として進まない。

高校生が次々とやってきた。みん

な黙々と手伝っている。「ガスがもれ

ている」と叫ぶ人がいる。円!低['１を

借りて交番へ行く。お巡りさんはそ

れどころではないという。戻って道

路を封鎖し喫煙と耽仮の通行を禁止

する希板を置く。町の会館を開けて

もらい鰹えている老人と子供を案内

する。解体していた家で何かが動く。

一瞬母親が喜ぶが猫であった。やが

て柱のｉｉｌＩ１Ｉ陰を受けた遺体を取り111｝す。

携帯噛話を借りて勤務校と迎絡を

取るが回線がつながらない。小学校

に行き顔見知りの教頭と話す。１５００

人はくるからと全教龍を空けるよう

依頼する。水がない。援助もこない。

息子と〃戸へ何mも汲みにいって教

頭に渡す。赤ちゃんと老人川だ。こ

こは教頭がいて学校が動いている。

私は出勤できていない。西の空が煙

っている。学校はどうなっているの

だろうか。

震災の時、私は

芦屋市立宮川小学校教諭北尾文孝

その前の夜、この３連休も終わっ

たなあ、あとは、市内公開授業まで

なだれ込むような日々が続くんだ、

と思いながら眠りにつきました。し

かし、その眠りは、あの激しい揺れ

で一気に覚めることとなりました。

岐初の揺れで、目を党ました後、

山梨県出身で私よりは防災意識の高

い要の「もう１度くるわよ」という

言葉通り、激しい横揺れがありまし

た。私は、とにかく、家族を抱きか

かえながら、揺れのおさまるのを待

ちました。

腰ている部屋は、大きな和ダンス

の上半分がずれ、子ども達の上に落

ちかかっていました。台所は、食器

がみずやから飛び出して、ほとんど

刈れていましたし、本棚もすべて倒

れ、本が削れたガラスまみれになっ

ていました。

とにかく、１歳と８歳の子どもを

毛布にくるんで、まだ暗い外に出し

ました。そして、ガラスと本の間か

ら、Iliのキーを取り出し、なんとか、

jliの''１で、子ども達を波かせること

ができるようになりました。

家の中の様子がわかってくると、

｢水と食粒を買いにいってほしい」と

いう妻の声。さっそく、卓で、近く

のﾛｰｿﾝへ向かいました｡

途中、アスファルトにひびが入っ

た道路を通りながら、これは、ただ

の地震ではないなと思いましたが、

その時は、それほど深刻にも考えま

せんでした。

ローソンでは、すでに、レジの前

に行列が出来ていました。もう水は

売り切れていましたし、地震のため、

商品は床に散乱して、少々殺気だっ



た店内でした。氷と水がなくても食

べられるものをかごにいっぱい詰め、

列に並びました。まだ、電気が止ま

ったままで、レジの機械が使えず、

電卓で計算していたので、かなり時

間がかかりました。

そのうち、このローソンの店長が

現れて、新しく店に入って来る客を

止め始めました◎日も昇り、明るく

なってくると訪れる客も多くなりま

したし、レジもかなり待ちましたの

で、何かのきっかけでパニックにな

るかもしれないという緊張感があり

ましたが、怒り出す人もなく、少し

ずつ列が短くなっていくことをうれ

しくも、心強くも思いました。

家に帰った頃には、電気が復旧し

ていました。テレビが伝える神戸・

芦屋の様子は、想像以上の地震のひ

どさを、私に思い知らせるもので

した。

家の中のガラス等の始末をして、

すぐに学校に向かいましたが、どの

道も渋滞で、２号線に入ったとたん

全く動かなくなり、結局、家族のこ

とが心配で、引き返しました。

今回の地震は、幼い子ども達と、

退院後で足の不自由だった妻との家

族というのものを、それまで以上に

意識させるものでした。

私にとっての１月１７日

西宮市立大社小学校教諭藤川英弐

淡路島・阪神間を直撃した大地震

から早や９か月が過ぎようとしてい

る。町中のすみずみまで復興の波で

人や車が溢れかえっていた当時と比

べて、ライフラインの完全復旧と町

の復興が急激に進みつつある現在、

記憶から少しずつ薄れようとしてい

る今日今頃である。１月17日伊朝、

勤務校へ向かう。勤務校までの道

中は自宅からバイクで15分位、そ

の間の光景は、映画のシーンか悪

夢か……。あまりの被害の大きさ

にただ唖然とするばかりであった。

学校に着くと、近隣から避難され

てきた人達を気づかいながら、先着

の先生方と情報を交換し、避難場所

としての役目を果たすべく何をどう

動けばよいのか、ただあせるばかり

で受身の行動故、非力な自分をただ

うらめしく思うばかりであった。日

頃から地域と共に歩む努力を心がけ

ているつもりではあったが、こんな

非常事態の時こそ、何か支えになら

なければとマニュアルにない手さぐ

りの仕事であった。

まず、避難場所が安全で、広く、

使いやすいように体育館・教室・ワ

ークスペースを点検整備して見て回

った。避難者を気遣いながら、声を

かけ、机や椅子、ロッカー、倒れや

すい物等をいっしょにすみに寄せ、

余震に備えた。情報源として校舎内

のテレビの作動状態を見て回り、少

しでも不安を和らげた。

その間、続々と、避難者がつめか

け混雑してきた。そうこうしている

内に、生き埋めの救出作業に男手が

現場に急ぐ事になった。やがて、犠

牲者の遺体が運ばれてきた。遺体の

搬送に合わせ、遺体安置場所を会議

室に設け、氏名確認や遺族の対応に

当たる。私にできる事は、運ばれて

きた遺体を丁重に迎え、ご冥福を祈

り、氏名確認の名簿作りや遺族の

方々の悲しみ、疲労、不安を少しで

も和らげるよう努めることであった。

午後になり、児童の安否が気にな

り、バイクで校区巡視に出た。今思

えば、その時取った行動がチームワ

ークから外れ、その時点に優先すべ

きものではなかったと反省している。

児童の安否を思う気持ちを押さえき

れず学校を後にした。倒壊した家々

や寸断された道路を見て、自然の猛

威の激しさと人間の無力さを痛感し、

余震の不安の中、どこをどう走らせ

ていたのやら、その時、後方から、

｢先生、大丈夫！」の声にふと我に

かえり、無事な児童の姿に接し安堵

の胸をなでおろした。倒壊した家の

児童や家族の人は無事に避難しただ

ろうか。

我が家にも、二人の子どもを残し

て出てきた故、自宅に引き返し無事

を確認した後、沿線に住家をもつ兄

弟や親類の安否確認の連絡に奔走す

る。混雑と混線の中で夜を迎えた。

２１世紀の未来都市を誇る国際都市

や文教都市も、いったん街の灯が消

えるとその様相が一変する。暗がり

の中、本校の児童たちはどんな夜を

迎えただろうか。生きた心地のしな

い恐ろしい体験が小さな心をどんな

に傷つけた事だろう。どうかみんな

無事でいてほしい。余震の不安が襲

いまんじりともしないで１月17日の

夜がふけていった。

１月１７日私の１日

神戸市立烏帽子中学校教諭田村啓太

ドーン、ドーン、ミシミシミシ…

…縦揺れが２回、横揺れがどれぐら

い続いただろうか。ダンスが倒れる。

その下には、子供が寝ている。かろ

うじてダンスが倒れきるまでに支え

ることができ、家族全員が無事だっ

た。生きた心地がしないというのは

このことか。着替えて外へ出ようと

するが、隣の部屋へ行こうとしてガ

ラスで足を切る。どの部屋も無残。

何とか着替えて外へ出る。別世界。

２階建の建物の１階部分がなく、空

が広い。三々五々マンションの住民
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けし〃）乳靴屋I君Ｆ

が集まってきて、安rTf確認をする。

前の家は全壊。男性は前の家の惟人

を救出するため力を合わせ、次に隣

の文化住宅へも救出に向かう。

学校は？この状態なら避難所を

開I没するために、一審近い私が行か

なければ。地域の救助活動から抜け

させてもらい、歩いて学校へ向かう。

あちこちで火の手が上がり、道は寸

断されている。家族と一緒にいたい。

７時、学校に到着する。学校が燃

えている。すでに管理典さんが来て

いたので現状を聞く。その後、消火

活動をするが、まさに焼け石に水。

近隣の住民から話を聞き、出火の様

子を知る。初期消火をしてもらった

ことに対してお礼を述べ、地域の方

が類焼を防ぐために水を切った'１i:を

ｒ承する。公衆電話はつながってお

り（家の電話は全くダメ)、並んで校

長・教頭・実家に連絡を取りたかっ

たが災い列ができていたため、諦め

る。

７時30分、Ａ教諭が畿校。

８時、住民が続々と避難して来た

ので北校舎を開放する。延焼を避け

るため北校舎のシャッターを閉める。

避雌してきた人に、延焼してきた場

合すぐに避雌できるように伝える。

他の校舎や民家への顛焼が心配で、

学校を離れることができない。２階

から上が燃えている本館のシャッタ

ーがつぶれ、１階の校長室や職興室

等に火が及び、埴要１１｝瓶が焼失・紛

失する事が心配で、柳Ill員さんと囲

いを作る。本館から離れられない◎

そうしている問にも、統々と/l液

ﾉkからﾉt徒や保護背の安否’'11i報が入

ってくるが、燃え続けている校合の

そばから動けない。

８時30分噸、身元不Iﾘlの辿休を北

館の教室に安侭する。

１１時、Ｂ教諭が盗校。一緒に消火

活動をする。誰かが来るたびに消火

しようとするが、１０分も経たないう

ちに諦める。本館の中にいるだけで

怖かった。余震があれば、すぐに外

へ飛び出した｡

１２時、牧頭が鞍校。一緒に消火活

助をするが、３階体育準|叶離に延焼

し、打つ手なし。教頭はすぐに連絡

のため教育委員会等へバイクで直行

する。保健室には熱気で入ることが

できず、医療品等は持ち出すことが

できなかった。

１３時、校長が制交◎口宅に戻り、

家族の様子を見る。おにぎりの炊き

出しをしていた。llIl1iIを食べ、すぐ

に学校へ灰る。

１４時、Ｃ教諭が蔽校。ほぼ自然鉱

火したので、またプールから水を汲

み消火活動するが完全には消火でき

ず。非常持ちだし!'噸を会縦室。,|;|｜

談室に移す。まず、３年生の成績の

入ったフロッピーを探して持ち出す。

校長室の金庫は倒れていたので、そ

のままにする。

避難荷の通路確保のため作業を続

ける。

１６時30分、３班に分かれて校区内

巡視をする。校|>《内の悲惨な様子が

続々と知らされるが、やるべき事が

余りに多く、手がＩ１ｌｌらない。避卿鮒

の人数を確認する

１８時、おにぎり弁当150食分とリン

ゴ２桁が届くが、避難者が1000名を

超えているのでハニックを避けるた

め、ＩﾘMﾘ'''１.ることにする。

校長・教頭はじめ数人の教師が油

まることになり、私は、家族のもと

へ。帰ってみると家族は|‘'七にはい

なかった。近所の人にどこにいるの

か聞いて11'|る。マンションの住民と

近くの公|刺へ避雌していることを聞

き安心する。すぐに公園へ行く。家

族の顔を兇てホッとする。暖をとる

ための餅を集め火を絶やさないよう

に、男性は走り'11|る。子どもは、イく

安で眠れない。大人も順番に暖をと

る。災い１１１であった。

今11の挨拶は、「命があるだけでも

良かったですね」という'す菜だった。

神ﾉ．『市灘区震度７。

生命の尊さ

北淡町立北淡東中学校教頭風呂勇

５時46分。側だ、この激しい掘れ

は。’111だ、この地鳴りは。恐怖。し

ばらくは、これが地震だとはわから

なかった。脱力感に襲われ、腰が抜

けた。何が何だか分からない。すぐ、

家族の安全を確かめた。外へとびだ

す余裕は無かった。長ｿ)の布I､11のｋ

には通い本棚が倒れていた。ゾーと

した。わずか激cnlで生かされたのだ。

全典碓きていた。家の巾はムチャク

チャだった。尺変地異の前にはどう

することも出来ぬむなしさを党えた。

小学校５年の娘が、「今Ⅱ、学校どう

なんの？」と荷ったとき、はつと気

がついた。こんなことをしていられ

ない。学校へぶいだ。まだ薄略く、

自宅の様子は分からないが、何とか

立っている。柱が２，３本縁石から

飛んでいたが。

北淡町に入り、学校が近くなるほ

ど、街の被害はﾉ<きい。「家に家内が

いますねん｣。宿直の川務員さんは心

配そうだった。「すぐ州つたって｣。

私は声をかけた。長い１１１の始まり

だった。

６時50分、小雨の''1を自転jliで寓

島地区の様子を見てIiIlった。多くの

家が壊れ、倒れている。余震が断続

的にあり、地表を揺るがした。人々

が川.Lもセンターに集まっている。危

険な路地に人が集まっている。

８時30分、職員とともに校舎を点

検しているとき、「火小や！」の職員

の叫び。煙は11.Jiく上がっている。蝿



科室薬品庫から出火した。私は何度

も何度も119番を回したが、通じない。

こんなことがあるのか。今まで当た

り前、絶対やと思っていたことが通

用しない。職員のすばやい対応で、

大火にはいたらなかった。

午後１時、自衛隊のヘリコプター

が運動場に嫌い降りた、似||には、

学校は自衛隊と救援物資と消防団員

など人でいっぱいになった。こんな

ことは想像だにしなかった自衛隊駐

屯地、ヘリポート、徳島県医療セン

ター、仮設倉庫、物資置き場、数日

後避難所となり、地域の防災拠点と

なった。だだ絶句するだけ。１日も

早い教育機能の回復を願った。２月

下旬、運動場の片隅で体育の授業が

再開したとき、生徒は久しぶりの運

動に何とも言えない嬉しい表情だっ

た。

たくさんの救援物資等をいただき、

温かいボランティアの人に支えられ、

急場をしのぐことができた。「家は何

とかするから、俺の分まで頼むで」

と夫に送られ、ｌか月半も避難所の

世話をされた東京の婦人の方には頭

が下がった。生徒にも、進んで避難

所の掃除をするなど、ボランティア

の芽も育っている。この思いやりの

心の目を大切に育てたい。

また、半数以上の生徒の家が全半

壊した。家族を亡くした生徒も８名

いた。数時間瓦喋の中で救助を待ち、

恐怖で声が出なくなったり、４日間

も寝込んだ生徒もいた。ほとんどす

べての生徒が心に傷を負った。厳し

い生活が続く中、心と体のケアは必

要である。

当日、登校した生徒もあった。「生

命の尊さ」を思い知らされた大地震

であったが、当たり前だが、第一に

考えなければならない。また、どん

な時でも自ら正しく判断し、行動で

きる能力が問われる。教育の責任は

亜い･

深夜、疲れはてて帰宅。

忘れられないあの日

芦屋市立宮川小学校教諭蟹江恵子

どれだけ時間がたったのかわから

なかった。自分の住んでいるアパー

トはつぶれたけれど、両親の家は何

とか無事。学校のことが気になり、

43号線沿いに歩く。道は、倒壊した

家屋でふさがれ、どの道を進んだら

いいのかわからない。目の前に巨大

な黒い壁が。いったいなんだろう。

それが阪神高速とわかったのは白線

と横倒しのトラックを目にしたから

だった。目の前の光景が信じられな

いまま通れそうな所を見つけながら

やっと学校につく。

廊下は割れた水槽の破片でいっぱ

い。職員室もぐちゃぐちゃ。体育館

は避難してきた人でいっぱいだった。

出勤できた職員で手分けして、各町

に児童の安否を調査する。３人の児

童が亡くなっていた。

その日、両親の家に帰る。が、目

にしたのは、炎、火事だった。

震災当日のことは細かく思い出せ

る。数か月後、子どもたちに手紙を

書いてもらったときも、どの子もそ

の時の様子をよく覚えていることに

驚いた。幼い心にも地震の恐怖が刻

み込まれている｡元気いつぱいにす

ごしているけれども、その子なりに

震災を乗り越えたんだろう。

震災後６か月が過ぎ、余震もなく

なり、生活も落ち着いてきた。けれ

ど今頃から震災の影響が心に出てく

る子がいる、と学校カウンセラーの

先生から聞いた。これから子どもの

心に気を配らなくては。専門のカウ

ンセラーの先生に学校へ週１回来て

もらっているので、心強い。学校再

開の日、子どもたちと会えることが

こんなにもいとおしく待ち遠しいこ

とはなかった。生きていること、そ

の重みをずっしりと感じた。亡くな

った子の悔しさ、無念さが胸にこみ

上げてきた。私はこの日を忘れない。

みんないっしょに

神戸市立兵庫大開小学校教諭小林秀行

平成７年１月17日。午前５時46分。

震度７の大地震が神戸を襲った。わ

ずか20秒間の揺れで、住宅・学校・

地域、子どもたちを取り巻くすべて

の環境が大きく変わってしまった。

１７日は、ちょうど「卒業文集」の

原稿用紙を取りに行く予定になって

いた。しかし、それどころではなか

った。学校には2000名を越える方々

が避難されていた。また、校区も

全・半壊の住宅が多く、子どもたち

の安否を確認することも容易でない

状態だった。

そんな中、２０日ごろから子どもた

ちの情報が学校に寄せられてきた。

職員は「学校再開」に向けて必死だ

った。再開の方法についても、何度

も話し合った。その結果、２月６日

から子どもたちを集め、２時間授業

を再開すること･になった。６日には、

半数を越える約60名の６年生が登校

してきた。この日に、「体育館で卒業

したい」という意志を、子どもや保

護者に伝えた。

日に日に、登校してくる子どもの

数が増えていった。しかし、疎開先

が全国各地にちらばっていたため、

どうしても登校できない子どもたち

もいた。電話で何度も連絡をとるう

ちに「卒業式は、ぜひ兵庫大開小学

校でしたい」という子どもや保護者

の、切実な願いが聞こえてきた。

担任として、何とかこの願いを力、
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噸雲蕊溌一

なえてやりたいと思うと共に、「この

ような時だから、これくらいでいい」

というのではなく、「このような時に

しかできない、卒業式」を考えてい

きたいと強く感じた。

例年なら３月に入ると、卒業式の

練習が始まる。しかし、今年は、体

育館の移動をお願いするところから、

始めなければいけなかった。避難さ

れている方々の理解もあり、３月２３

日と24日の２日間、体育館を子ども

たちのためにあけていただけること

になった。練習は、必要最小限にと

どめなければならなかった。場所も

なかった。寒風の中、運動場でも練

稗をした。そんな練習を、避難され

ている方々が、温かく兇守ってくれ

た。また、岐後の練習では、代表

の方が、子どもたちに話をしてく

ださった。

卒業式､1111、開式１時間前に電話

があった。「今、大阪に椿いたところ

です｣。新潟に疎開していた子どもの

保維稀からである。「待っていますか

ら、必ずいらしてください」と言っ

たものの、気が気ではなかった。予

定より10分遅れて卒業式が始まった。

この'-1だけ、登校してきた子どもも

いる。

しかし、どの子の表情も喜びに溢

れていた。学校長の話はもちろん、

今年は、避難されている方の代表が

お２人も話をしてくださった。式場

には、卒業生・在校生・保護者・職

員、それに、避難されている方も大

勢出席してくださった。巾には、避

雌所を出られた方もいらっしゃった。

みんながいっしょに、祝った卒業式

だった。

みんなの春はいつ

県立兵庫高校教頭佐野駿介

何もかも狂ってしまった

元に灰らないほど

竣工式のあの晴れやかさも

センター試験のあの緊張も

しめ飾りを1,1.けたまま

玄関の表札が

地而を嘗めている

ウメは玄関の前で明るく咲いた

サクラの'1補も

膨らんでいる

みんなの春は、いつ来るのかな

あのいたましい鹿災から、もう１０

週間以上になる。記憶が定かでない

が阪神・淡路大地鹿発生1111:後の２，

３日の状況を振り返ってみる。

地麗が発生した時は、まだベッド

の中で「春眠暁を党えず」であった。

前夜珍しく商熱があったので大'1ｉを

とって医音に行くつもりでいたが、

突然の大きな桶れに、たたき起こさ

れた。家は加古川のため、大きな拙

傷もなかったが、いざ,!Ⅱ助をと思っ

た時には、ＪＲも111伽IiIliもストッ

プ。家から兇える川,li川バイハスも

自動車がいっぱいでビクとも動か

ない。

その間に、校長。i肘務長に巡絡を

取り学校近くの先生にも連絡を取っ

た。大変な状態に陥っていることは

分かったが、学校の状況を知ること

はできなかった。そのうち通話はハ

ンク状態となり通話不可能となった。

翌朝、Ｍ先生の自動-Iliに乗せても

らい、北の方から神戸に入る。学校

のすぐ近くまでは、それ侭とは思わ

なかったが、近づくにしたがってそ

の被害の物凄さが分かってきた。

学校の玄関を入ってまず驚いた、

足の踏み場もないほど大勢の人たち

がＥｲiiにくるまって堰ておられ、市

務室・校艮宅の人'１の前にも避雌の

方が渡ていて入れない。３階の湊川

尚校会談寵に上がってみると両校の

校隆先生と20名余りの先ﾉﾋ方が待機

していた。その時点では本校に2000

名余りの避雌背がいることを、市や

区の対策本部は認知していなかった

と思われ、食Wli・水・毛布などの物

浅はほとんど１１Wかなかった。蛙頃に

なってやっと乾ハンがlIllいた、｜-分

な｛１tではなかったが配給することと

した。体育館へ運び込み２人にｌハ

ック（５枚）の測合で配った。夕方

にはバナナが入ったが、弁当は胴か

ず。｜l:〃がないので、夕食とはＩ了わ

ずにバナナを１人に１本ずつ配った。

夜になって'i‘E鉱はきたが水はｌ附かず。

それにしてもホットなlⅢかりだった。

それから食WIli・水・毛ｲＩｉ呼物喪の

I淵述、それらの搬入・分配、そして

'11嘘りになった排洲物の処理・仮設

トイレのﾙﾘ達・'､慨トラブルの１１|峨

呼々 、避雌他氏とのﾉiくいﾉiくい避雌所

兵liiI1､Ii校が始まった。

現在、まだ約1000人の避雌佐腿が

ﾉ'１活している。ノｌｉ徒は411から鈴剛

台I｝L価校の迎助場に進てられた仮設

校舎で新'判りlを迎えることになって

いる。ノ|批たちが本校に復帰して、

本来の兵I1iiI断校の騒がしさが灰って

きたとき、ノドM1の様になると思って

いる。


